
 

 

 

 

           

         

 

保育会職員研修の日の保育時間について（9日） 

 12 月 9 日（土）は、保育会の職員研修を 17 時 30 分から行いま

すので、土曜保育は 18 時までとさせていただきます。大変ご迷惑

をおかけしますが、職員全員参加の研修ですので、ご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

平田高校吹奏楽部コンサート（15 日） 

 平田高校吹奏楽部の皆さんが来所して、子ども達に演奏を聴かせ

てくださいます。夕方 16 時からの予定です。保護者の皆様もご都

合のつく方はぜひお越しください。 

クリスマス会（22日） 

 当日は、お気に入りの洋服を着てクリスマス会を楽しみたいと思

っています。新しいものを買われる必要はなく、今ある服の中から

お子さんとコーディネートを考えてくださいね。 

年末年始の保育について 

 年末は 29 日(金)まで保育を行い、新年は 5 日(金)から平常保育

を行います。29 日(金)に布団・衣類を持ち帰りますので洗濯と記

名の点検をしていただき、1 月 5 日にお持ち出しください。よろし

くお願いします。 

                                          
         

みなみ保育所                  

62－2374 
090－5700－9459 

 12月号 保育所だより  

平成 30 年度保育所の入所申込みが始まりました。 

継続入所の方は、先般配布しました保育所継続入所の書類を

12月 18日(月)までに保育所へ提出してください。ごきょうだ

いの方で新たに入所を希望されるお子さんにつきましては、受

付が始まっていますので直接市役所へ申込んでください。 

保育目標 ～ 寒さに負けず元気に遊ぼう 

保育所の子ども達はみんな戸外で遊ぶことが大好きです。外に出た時に

は風が冷たく感じられますが、体をしっかり動かして遊んでいるうちにポ

カポカと暖かくなってくることを実感できると思います。今後もマラソン

や集団遊びなどをして元気に遊んでほしいと思っています。 

生活目標 ～ 手洗い、うがいを丁寧にしよう 

 清潔にすることは自分の体を守ることにもつながることを年齢に合わ

せて伝えます。手の洗い方や、ガラガラうがいとブクブクうがいの違いに

ついて紙芝居を読んだり保育士がお手本となったりして繰り返し伝え、習

慣づくようにします。 

 

 

社会福祉法人平田保育会 平成２９年 

 の行事予定 
２日（土）生活発表会(9:00～) 

４日（月）身体測定 

 〃   平田保育所さくひんてん見学 

(4,5歳児) 

５日（火）おあつまり会 

６日（水）避難訓練(火災) 

７日（木）一日保育士(3歳児以上⑩) 

１３日（水）誕生会 

１５日（金）避難訓練(地震) 

〃   平田高校吹奏楽部コンサート 

                 (16:00～) 

２０日（水）一日保育士(3歳児未満⑧) 

 〃    集金日 

２１日（木）弁当の日 

〃    クッキング(3歳児栄養すいとん) 

２２日（金）クリスマス会、保育所開放日⑪ 

２３日（土）天皇誕生日(祝日) 

２６日（火）クッキング(4,5 歳児おでん) 

２９日（金）おあつまり会、布団衣類持ち帰り 

３０日（土）～１/４ 年末年始休み 

１月の主な行事 

５日（金）保育開始 

１６日（火）＜ふれあいデー＞とんどさん 

２２日 (月) ～２６日(金)5 歳児個人面談 

２９日（月）～２/２(金)4歳児個人面談 

 

職員出張  ※は午後からの研修 

5日  人財育成ミーティング 黒崎 

9日 ※保育会職員研修 全職員 

14日 ※講演会 水師 

14,18,19日 キャリアアップ研修 高木・佐々木 

18,19日 保育会視察研修 安食・水師 

23日 児童虐待防止と対応講座 西尾奈 

冷たい風に落ち葉が舞う頃となりました。雪の便りが聞かれるのも、もう

すぐかもしれませんね。 

子ども達は所庭や所外へ散歩に出かけて遊んできました。所庭の落ち葉を

みつけて遊んでいるうちに、「赤と黄色の葉っぱ、どっちが多いんだろう」と

疑問を持ち数えてみたり、風に舞う落ち葉を見て「落ち葉が踊ってる！」と

表現したりしていました。自然の中で子ども達の心が揺り動かされることは

学びの芽生えになっているのだなと感じさせられました。今月初めに予定し

ている発表会では、そのように日ごろ子ども達が遊びの中で楽しんでいるこ

とや経験してきたことを歌や踊り、劇などにして表現します。 

さて今月は、クリスマス会など楽しいひと時の後、年の瀬を迎えます。期

待感を持って過ごせるようみんなで一緒に準備をしたり、年末年始の意味や

過ごし方などについて話したりします。 

ほっと 
ルーム 

職員について  

12 月より南木美扶由保育士が勤

務します。よろしくお願いします。 

出雲市民ボランティアウィークの活動として、湯谷
川沿いのゴミ拾いをしました。(ぞう・きりん組) お知らせ 

お願い 

ご寄贈ありがとうございました  

蟹・クレパス他 ～ 小谷前理事様 

紙       ～ 保護者様 

発表会で使うものを作っています。 
（きりん・くま組） 

愛宕山から 
「ヤッホー」(ぞう組) お正月の準備 

書籍「おうちで楽しむにほんの行事」技術評論社より 

一部抜粋 

クリスマス一色だった街も、二十五日を過ぎると一気に年末

年始を迎える雰囲気になります。華やかではあるけれど、それ

までのにぎやかさとは違って何か気持ちを整えていくような、

そんな雰囲気に包まれていきます。(中略) 

大掃除のことを「すす払い」と呼びますが、すす払いの後の

入浴は、神様を迎えるために身を清めるという意味もありまし

た。そのあとお正月飾りを買いに出かけ、飾りつけをしました。

(中略) 

門松の松は「神を待つ」、竹や梅は「長寿を祈る」という意

味があり、門松もしめ縄も神様をお招きするための目印です。

そんなふうに調べてみると、昔から続く行事にはいろいろな意

味があり、日本人のていねいで繊細な心が生きていることに気

がつきます。 

大掃除や準備など、子ども達にも手伝ってもらいながら
新しい年を迎えるおごそかな雰囲気をぜひお子さんと一緒
に味わっていただきたいと思います。 


